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由
拝
観

午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
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え
ん
む
す
び
．
進
学
の
神
様
で
人
気
の
あ
る
嵯
峨
野

の
宮
・
野
宮
は
、
有
名
な
嵯
峨
野
の
竹
林
の
中
に
あ

り
ま
す
。
し
あ
わ
せ
を
願
う
若
い
人
達
は
、
嵯
峨
野

を
訪
れ
た
時
は
、
ご
利
益
の
あ
る
野
宮
の
神
様
に
お

願
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

野
宮
は
そ
の
昔
、
天
皇
の
代
理
で
伊
勢
神
宮
に
お
仕

え
す
る
斎
王
（
天
皇
の
娘
さ
ん
の
中
か
ら
え
ら
ば
れ

ま
す
）
が
、
伊
勢
へ
行
か
れ
る
前
に
、
身
を
清
め
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
は
黒
木
の
鳥
居
と
小
柴
垣

に
囲
ま
れ
た
嵯
峨
野
の
清
ら
か
な
と
こ
ろ
で
し
た
．

そ
し
て
源
氏
物
語
や
謡
曲
「
野
宮
」
な
ど
、
文
学
の

神
社
と
し
て
も
有
名
で
、
嵯
峨
の
竹
林
に
囲
ま
れ
た

当
社
は
、
王
朝
の
ロ
マ
ン
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

良
縁
、
子
宝
、
学
問
の
神
さ
ま

野
宮
の
大
黒
天
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綴 境内におまつりしてあります、野宮大黒天は

えんむすび．進学・開運を祈願する奉納木や

お礼の絵馬でいっぱいです。�

（
裏
面
も
お
読
み
下
さ
い
）
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一

一
一
月
一
日
よ
り
一
月
十
五
日
ま
で
良

一

一縁・子宝安産・進学祈願の初もうで一
一
二
月
三
日
節
分
祭
．
四
月
第
一
日
曜

毒

�� 一
日
さ
く
ら
祭
り
・
五
月
第
四
日
曜
日

一エ

ニ
嵯
峨
祭
り

一一
一
六
月
三
十
日
夏
越
祓

一
二
十
月
第
三
日
曜
日
例
大
祭

一

一
十
一
月
第
二
日
曜
日
も
み
じ
祭
り

垂一
一
十
一
月
二
十
三
日
お
火
焚
祭
り

一
一

（
願
い
ご
と
成
就
の
祈
願
祭
）

一一
一
十
二
月
三
十
一
日
大
祓

一

一
良
縁
・
子
宝
安
産
・
進
学
の
御
祈
祷
は

一

一
毎
日
受
付
け
て
い
ま
す

一
雲

一

一ＭＩＩ“Ⅱ血伽ⅡＭＩＩ伽“Ⅱ伽ｉ＃ＩⅡ伽岬ＭＩⅡいＩ“Ⅱ伽伽Ｉ”堤

W;.･r.･
," &､Wh

嵯峨野の宮 野宮に至る牽内図

野
宮
の
苔
と
竹
の
美
し
さ
は
、
芭
蕉
や
蕪
村

の
俳
句
に
も
詠
ま
れ
て
い
ま
す
．

野
宮
の
苔
の
庭
園
は
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ

め
た
よ
う
で
、
苔
の
豊
か
さ
、
美
し
さ
は
京

都
随
一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
雨
あ
が
り
の

苔
は
一
段
と
美
し
く
、
秋
の
紅
葉
の
頃
は
絵

巻
物
を
見
る
よ
う
で
す
。

神
社
の
周
辺
の
竹
林
は
嵯
峨
野
の
竹
林
を
代

表
す
る
も
の
で
、
昔
か
ら
「
野
宮
竹
」
の
名

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
竹
の
種
類
は
真
竹
で
、

丈
が
長
く
、
節
が
低
く
弾
力
が
あ
り
ま
す
。

竹
細
工
に
最
適
で
、
昔
は
天
皇
の
即
位
式
で

あ
る
「
大
嘗
祭
」
に
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

野
宮
の
苔
と
嵯
峨
の
竹
林

'1.’ｌ
肋

ほ
と
と
ぎ
す
大
竹
薮
を

洩
る
月
夜

芭
蕉

若
竹
や
タ
月
の
嵯
峨
と

な
り
に
け
り
蕪
村

II1

辱録錘
■『，守泓,L？.

W

|’

I』

y砿

膳

戸田一品

|且

％
『

１
１
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中
央
の
本
殿
に
お
ま
つ
り
し
て
あ
る
の
は
、

野
宮
大
神
（
天
照
大
神
）
様
で
、
健
康
と

ち
え
さ
つ
け
の
神
様
で
す
。
境
内
右
手
の

奥
に
お
ま
つ
り
し
て
あ
り
ま
す
、
柵
稲
荷

大
川
神
様
は
子
宝
・
安
産
・
商
売
繁
朧
の

神
様
で
す
．
白
峰
弁
財
天
様
は
財
遮
・
芸

能
の
神
様
で
す
。
野
宮
大
黒
天
様
は
え
ん

む
す
び
の
神
様
で
、
横
の
神
和
（
お
亀
打
）

を
さ
す
る
と
、
願
い
ご
と
か
匙
威
さ
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
左
手
の
井
戸

に
は
龍
神
様
が
お
ま
つ
り
し
て
あ
り
、
病

気
に
苦
し
む
人
を
救
っ
て
下
さ
い
ま
す
。

ご
利
益
の
あ
る
野
宮
の
神
様
に
お
参
り
し

て
、
皆
様
と
ご
家
族
、
お
友
達
の
幸
わ
せ

を
授
け
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

境
内
の
ご
案
内

の の 券 や

嵯峨野めぐり起.壜｡野宮神社
〒616京都市右京区嵯峨野宮町1番地

電話(075)871-1972(拝観午前9時～午後5時）


